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患者の権利を尊重した医療の実践
安全・安心と信頼の医療の遂行
高度に専門化されたチーム医療の推進
地域の医療・保健・福祉・教育機関との連携
親とこどもが一体となった治療の推進
こどもへの愛とまことに満ちた医療人の育成
医療ボランティアとの協調による患者サービスの向上
継続的な高度専門医療提供のための経営の効率化
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基本方針

基本理念 周産期・小児医療の総合施設として、母とこどもの高度専門医療を通じて、
親と地域社会と一体になってこどもたちの健やかな成長を目指します。
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編 集 後 記
　6月号の編集を終えて。あちらこちらで紫
陽花の花が芽吹き始め、初夏の訪れを教え
てくれています。
　今月号の「げんきカエル」では、ファシリ
ティドックについての取り組みや小児の骨折
について紹介しました。
　梅雨のじめじめとした気候や、これからの
猛暑に備えて、体調や怪我に気をつけてお
過ごしください。
　もうすぐ七夕。短冊に込めた願いが、夜空
に届きますように。
　皆様にとって、心身ともに健やかな夏とな
りますよう願っています。
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　こども病院では、ファシリティドッグを職員の一員とし
て迎えるため、2024 年からプロジェクトチーム「犬部」
を結成し、導入に向けて準備を進めています。
　病院で働くファシリティドッグは、専門的な研修を受
けた医療従事者であるハンドラーとペアで活動します。
主な活動は、「ふれあいや遊びによる支援」「検査や治療
への付き添い」「緩和ケアでの寄り添い」などで、子ども
達やご家族が、犬とのふれあいを通じて、ストレスの軽
減や精神的安定、少しでも前向きな気持ちになれる等の
効果が期待できる存在です。
　こども病院では、多職種がチームとなり子ども達のた
めに様々な工夫と共働することで治療や入院生活を支え
ています。このチームに、ファシリティドッグが加わるこ
とで、さらに療養環境の向上に繋がり、今まで以上の（人
の力を超えた）安心と安らぎを提供できると信じています。
　しかし課題は多く、犬が病院に入ること自体に抵抗を
持つ人もいます。すでに盲導犬等の介助犬は院内に入っ
ていましたが、アニマルセラピーの効果を知ってもらう
ために、ファシリティドッグの効果を理解してもらうこと
から始めました。また、犬好きばかりではありませんので、
その対応などを考えながら研修会を開催し、導入の準備
を進めています。
　そして、診療報酬の対象ではないファシリティドッグを
県立病院でどのようにして迎えるか、資金調達が大きな課題
でした。様々な検討を繰り返した結果、ただいま絶賛

クラウドファンディングを実施中です。
　小児医療の最後の砦として、子ども達にとって最善の
医療とケアを提供できるように、ファシリティドッグの導入と
今後の活動にご支援とご協力をよろしくお願いします。

 

 

　４月に管理局長に着任しました髙﨑です。周産期・小児医療の総合施設と
して高度専門医療を通じて、親と地域社会と一体となってこどもたちの
健やかな成長をめざしています。当院の一員として、病院スタッフや地域の
医療機関の皆さんと力を合わせて取り組んでまいります。どうぞよろしく
お願いします。

　このたび副院長（医療連携・医療情報・感染対策担当）を拝命しました。
医療を取り巻く環境が厳しさを増す中、職員や地域の皆様と連携を図り
ながら、DXの推進による業務効率化や、安全で質の高い医療の提供に
取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いします。

　4月から看護部長で着任しました。小児専門病院として歴史と伝統ある
この病院での役割に日々重責を感じながらも、小児医療に真摯に取り組む
職員や、頑張っている小さな患者さんの姿にも励まされています。早くお役
に立てるように努めてまいります。どうぞよろしくお願い致します。

■管理局長　髙﨑　徳子■管理局長　髙﨑　徳子

■副院長　香川　哲郎■副院長　香川　哲郎

■看護部長　奥　由香■看護部長　奥　由香



子どもの骨折

こども病院ニュースレター No.88

次は僕の番だ 尾川　隆起

（図１）　０歳児の上腕骨骨折

左上腕骨の分娩時骨折、わずか２週で新しい骨（仮骨）ができている。
曲がってくっついても成長とともに自己矯正されてくる。

　私は先天性心疾患（心室中隔欠損、僧帽弁

閉鎖不全）を持って生まれ、1歳の頃に大きな

手術を受けました。もちろん手術の記憶はあ

りませんが、幼い頃の思い出には、こども病院

での診察や検査の日々が残っています。それ

でも、辛い記憶はほとんどなく、半分遊びに

行っていたような感覚が今でも心にあります。

　病弱だった幼少期、毎月のように何かしら

の病気で病院に通い、入院と回復を繰り返し

ていました。そのため、「病院＝元気になる場

所」という前向きな印象があり、医療に携わ

る人たちへの憧れも自然と芽生えました。や

がて小学生になり、バレーボールに打ち込む

ようになった頃、小学4年生で走り方につい

て周囲から指摘を受けるようになりました。

自分では気づいていませんでしたが、両足の

かかとが地面に着かなくなっており、整形外

科で「アキレス腱が短い」と診断されました。

そして、その年の夏、こども病院で手術を受

けることになったのです。

　物心ついてから初めての手術は、不安で

いっぱいでした。手術前夜も眠れずにいた私

に、夜中の巡回で来た男性看護師さんが声を

かけ、励ましてくれたことで、ようやく眠るこ

とができ、無事に手術を受けられました。こ

の体験が、「ずっと助けられてきたから、次は

自分が助ける番だ」と思うきっかけになりま

した。

　それから約12年、3度の手術を経て、目標

だった兵庫県立こども病院の看護師になるこ

とができました。療養が困難な子や家に帰る

ことすら難しい子どもたちと関わる中で、小

児在宅医療の受け皿の少なさを実感し、訪問

看護ステーション「ちいきと暮らす」を立ち

上げました。現在は管理者として活動してい

ます。いつか、私たちが関わった子どもたち

の中から、「次は私の番」と思ってくれる子が

生まれたら嬉しいなと願いながら、日々奮闘

しています。

　皆さんは骨折されたことはありますか？骨折は誰にでも起こりうる病態で整形外科医が遭遇する外傷疾患の

中で最もポピュラーなものです。正確には「骨に対し相当量の外力が加わり構造上の連続性を絶たれた状態」

と定義されます。高齢化が進む日本では、加齢に伴う骨粗しょう症などが原因となり脆くなった骨が折れる高齢

者の骨折が社会問題となっています。一方、子どもの骨折も増えているとされています。子どもの骨折には大人

とは違う以下のような特徴があります。

　症状としては骨折した部分の疼痛ですが、子どもの場合、どこが痛いのかよくわからない場合もあり注意が

必要です。「触ると泣く」、「手を使わない」、「足に体重をかけられない」などの症状も骨折の可能性があります。

　原因で最も多いのは転倒や転落ですが、親の見てないところでの受傷もあるため注意深い観察が必要です。

　診断については十分な視診、観察で疼痛部位を予測し、最小限の触診をして、骨折の部位を確認したのち、

X線（レントゲン）撮影を行います。受傷直後にはX線で骨折を確認できないことや、骨折線が現れず弯曲する

急性塑性変形と呼ばれる病態もあります。また骨折に関節脱臼を伴うこともあります。

　治療には保存療法と手術療法があり、X線所見を参考にして治療法が選択されます。

　子どもの骨折は上記①②の様な特徴があるため、手術をしない治療法が選択される場合が多いです。しかし

ながら、自家矯正されない変形もあるため正確な判断が要求されます。

　お子さんの骨折を疑った場合には整形外科を受診しましょう。

骨癒合が早い

自家矯正能力
がある

成人に比べ圧倒的に骨癒合するまでの期間が短くて済みます。子どもの中でも年齢
が低い方がさらに早く骨癒合します。

大人の骨折は曲がったまま骨癒合するとそのまま変形として残りますが子どもの
骨折の場合、自家矯正能力があり少々変形したまま骨癒合しても成長とともに改善
していきます（図1）。
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